
新宿区男女共同参画情報誌

男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。
仕事も暮らしも楽しむ。
そんなあなたを応援する情報誌です。
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お
茶
の
間
か
ら
学
ぶ「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

〜
北
京
会
議
か
ら
25
年
を
経
て
〜今だから読みたい本

データ・ウォッチング
日本における無償労働時間　女性が男性の「5.5倍」
インフォメーション

DVかも？ と思ったら、まず相談！
インフォメーション

ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度

世界の仕事・家庭・生き方

「ドイツ編」
世界の仕事・家庭・生き方
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●
女
子
教
育
の
向
上
が
社
会
を
変
え
る

は
る
か　
北
京
会
議
っ
て
知
っ
て
る
？

祖
父　
国
連
の
会
議
か
ね
。

は
る
か　
そ
う
。
女
性
の
人
権
や
地
位
向
上
を
目
指
し
て

１
９
９
５
年
に
北
京
で
開
か
れ
た
世①

界
女
性
会
議
な
ん
だ
。

祖
母　
大
学
で
習
っ
た
の
？

は
る
か　
ジ②

ェ
ン
ダ
ー
論
の
授
業
で
ね
。
北③

京
会
議
が
き

っ
か
け
で
、
世
界
で
女
性
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
が
進

ん
だ
ん
だ
っ
て
。

母　
た
と
え
ば
ど
ん
な
こ
と
？

は
る
か　
女
性
の
教
育
。
途
上
国
で
は
学
校
に
通
え
な
い

女
の
子
が
多
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
初④

等
教
育
の
就
学
率
が

上
が
っ
た
そ
う
だ
よ
。

ゆ
う
き　
な
ん
で
通
え
な
か
っ
た
の
？

父　
結
婚
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
家
事
を
す
る
の
が
女
性

の
役
目
、
教
育
は
役
に
立
た
な
い
と
い
っ
た
差
別
や
慣
習

が
あ
っ
た
か
ら
だ
よ
。

祖
父　
日
本
で
も
「
女
に
学
問
は
い
ら
な
い
」
な
ん
て
言

わ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
な
。

ゆ
う
き　
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
ク
ラ
ス
の
女
子
に
怒
ら

れ
ち
ゃ
う
よ
！

は
る
か　
学
校
に
通
っ
て
読
み
書
き
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
健
康
の
知
識
も
身
に
付
く
し
、
収
入
の
高
い
仕
事
に

も
就
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
。

母　
大
事
な
こ
と
ね
。
子
ど
も
も
健
康
に
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
わ
ね
。

父　
最
近
で
は
、
女
子
教
育
の
向
上
は
、
国⑤

の
経
済
発
展

に
も
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
だ
よ
。

1995年、北京で開かれた第４回世界女性会議（北京会議）は、女性の貧困や教育など12
分野の目標を掲げた行動綱領を採択し、各国の女性政策推進の大きな一歩となりました。
この会議を機に「ジェンダー」という言葉が初めて公式に使われるようになり、日本で

は1999年に「男女共同参画社会基本法」が施行されました。
北京会議から４半世紀以上経ったいま、ジェンダー平等はどこまで進んだのでしょう

か。今回の特集では、“新宿さん一家” のお茶の間から、世界と日本の現状を検証します。

母（会社員） 祖母祖父 父（会社員）

もう25年以上も
経つのね

新宿区からも
参加した人が
いたのよ

ヒラリー・クリントンも
演説したんだよ

はるかたちが
生まれる前だな

お茶の間から学ぶ
「ジェンダー平等」「ジェンダー平等」

～北京会議から25年を経て～特 集

北京会議のこと、
ニュースでやってたね

はるか（大学生）ゆうき（中学生）

たくさんの人が
集まったんだね
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●
女
性
の
政
治
参
画
は
進
ん
で
き
た
が

は
る
か　
北
京
会
議
の
も
う
一
つ
の
成
果
は
、
多
く
の
国

で
女
性
の
政
治
参
画
が
進
ん
だ
こ
と
。
国⑥

会
議
員
の
男
女

比
が
ほ
ぼ
半
々
に
な
っ
た
国
も
あ
る
ん
だ
。

祖
母　
女⑦

性
が
首
相
の
国
も
あ
る
わ
ね
。

ゆ
う
き　
日
本
の
政
治
家
は
ほ
と
ん
ど
男
じ
ゃ
な
い
？

祖
父　
「
女
に
は
政
治
を
任
せ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
古
い

考
え
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
。

ゆ
う
き　
そ
ん
な
の
、
お
か
し
い
よ
。
小
学
校
で
は
女
の

校
長
先
生
だ
っ
た
し
、
中
学
の
生
徒
会
長
は
女
子
だ
よ
。

は
る
か　
物
事
を
決
め
る
場
に
女
性
も
い
る
こ
と
が
重
要

な
ん
だ
よ
。

母　
女
性
や
弱
い
立
場
の
人
の
意
見
を
政
策
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
ね
。

●
日
本
の
も
う
一
つ
の
課
題

父　
女
性
の
管
理
職
も
増
え
て
き
て
い
る
け
ど
、
世
界
的

に
は
日
本
の
女
性
比
率
は
低
い
ね
。

は
る
か　
だ
か
ら
日⑧

本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は

１
５
３
カ
国
中
１
２
１
位
な
ん
だ
よ
。

祖
父　
女
性
も
働
く
時
代
に
な
っ
て
活
躍
し
て
る
と
思
っ

て
た
が
、
世
界
と
比
べ
る
と
、
男
女
差
が
あ
る
ん
だ
な
。

祖
母　
昔
は
女
性
は
結
婚
す
る
と
仕
事
を
辞
め
る
の
が
普

通
だ
っ
た
か
ら
ね
。

母　
私
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
で
仕
事
を
続
け
ら
れ

た
け
ど
、
私
た
ち
の
世
代
は
子
育
て
を
終
え
て
か
ら
、
パ

ー
ト
で
働
い
て
い
る
人
が
多
い
よ
。

祖
母　
は
る
か
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
？

は
る
か　
海
外
で
働
き
た
い
な
。

①
世
界
女
性
会
議

国
連
が
「
国
際
婦
人
年
」
と
定
め
た

１
９
７
５
年
に
、女
性
の
人
権
と
地
位
向
上
を
目
指
し
て
始

ま
っ
た
国
際
会
議
。概
ね
５
年
に
１
回
開
催
さ
れ
て
き
た
。

②
ジ
ェ
ン
ダ
ー

生
物
学
的
な
性
別
に
対
し
、「
男
は
こ

う
あ
る
べ
き
」「
女
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
の
よ
う
に
社
会

的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
る
性
別
の
こ
と
。

③
北
京
会
議
が
き
っ
か
け

日
本
に
お
い
て
も
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
な
ど
の
法
整
備
を
は
じ
め
、
様
々
な
取

り
組
み
が
進
ん
だ
（
５
ペ
ー
ジ
年
表
参
照
）。

④
初
等
教
育
の
就
学
率

ユ
ニ
セ
フ
の
報
告
書
に
よ
る
と
、

２
０
１
５
年
時
点
で
発
展
途
上
国
の
３
分
の
２
以
上
で
初

等
教
育
の
男
女
格
差
が
ほ
ぼ
縮
ま
っ
た
。
し
か
し
、
２
０

１
８
年
現
在
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ
で
は
、
約
６
割

の
女
子
が
中
等
教
育
後
期
の
就
学
が
で
き
て
い
な
い
。

⑤
国
の
経
済
発
展

２
０
１
８
年
世
界
銀
行
の
報
告
書
に

よ
る
と
、
中
等
教
育
を
受
け
た
女
性
は
受
け
て
い
な
い
女

性
に
比
べ
て
就
業
率
が
高
く
、
収
入
も
２
倍
に
な
る
。
国

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
上
が
る
と
い
う
。

⑥
国
会
議
員
の
男
女
比

世界の女性議員割合
国別ランキング・推移
１位 ルワンダ 55.7％
２位 キューバ 53.2％
３位 ボリビア 51.8％

…

32位 フランス 37.2％

…

36位 イタリア 35.3％

…

43位 カナダ 33.4％

…

48位 ドイツ 31.6％

…

51位 イギリス 30.2％

…

75位 中国 24.9％

…

82位 アメリカ 23.7％

…

147位 日本 14.4％
〈2020年〉 出典：IPU

◆�第１回（1975年）
メキシコシティ（メキシコ）で開催され、133カ国が参加しました。伝統的な性別役割分担の見直しなどの「メキ
シコ宣言」と、男女平等実現の「世界行動計画」が採択され、計画を実施に移すための10年間を「国連婦人の10年」
と位置付けました。

◆�第２回会議（1980年）
「国連婦人の10年」の中間年会議として、コペンハーゲン（デンマーク）で開かれました。「雇用・健康・教育」
に重点が置かれ、日本も「女子差別撤廃条約」に署名しました。

◆�第３回会議（1985年）
ナイロビ（ケニア）で開催、「国連婦人の10年」を総括し、「2000
年に向けての婦人の地位向上のためのナイロビ将来戦略」が
採択されました。各国はこの具体的な将来戦略に沿って、女
性の地位向上政策を進めていくことになりました。

◆�第４回会議（1995年）
アジア初の世界女性会議。中国・北京で開催されたことから、
「北京会議」と呼ばれています。女性の権利とジェンダー平
等を目指す「北京宣言」と、取り組むべき12の重大問題領域
を定めた「北京行動綱領」を採択しました。

世界女性会議のあゆみ

第４回世界女性会議（北京会議）
「北京行動綱領」12の重大問題領域

貧困 教育と
訓練 健康 暴力

武力紛争 経済 権力と
意思決定

制度的な
仕組み

人権 メディア 環境 女児

お茶の間から学ぶ「ジェンダー平等」特集
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ゆ
う
き　
っ
て
か
、
そ
ん
な
に
バ
リ
バ
リ
仕
事
す
る
つ
も

り
な
ら
、
結
婚
は
無
理
な
ん
じ
ゃ
な
い
？

母　
今
の
若
い
人
た
ち
は
、
夫
婦
で
協
力
し
て
家
事
・
育

児
を
す
る
の
が
普
通
だ
か
ら
大
丈
夫
よ
。

祖
母　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
仕
事
ば
か
り
だ
っ
た
わ
。

父　
僕
の
会
社
も
以
前
は
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
今
は
育
休

を
取
る
男
性
社
員
も
増
え
た
よ
。

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ

母　
実
は
管
理
職
昇
進
を
打
診
さ
れ
て
る
ん
だ
け
ど
︙
。

は
る
か　
お
母
さ
ん
、
す
ご
い
！

母　
忙
し
く
な
っ
て
み
ん
な
に
迷
惑
か
け
ち
ゃ
い
そ
う
で

迷
っ
て
る
。

父　
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。
挑
戦
し
た
い
ん
で
し
ょ
？

祖
父　
家
の
こ
と
は
み
ん
な
で
分
担
で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
。

母　
あ
り
が
と
う
！
一
人
ひ
と
り
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
ね
。

は
る
か　
Ｓ⑨

Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
も
重
要
な
テ

ー
マ
に
な
っ
て
る
ん
だ
よ
。

祖
母　
新
宿
に
は
外
国
の
人
も
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
る
ね
。

ゆ
う
き　
ク
ラ
ス
に
も
中
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
友
だ

ち
が
い
る
し
、
先
生
が
「
多
様
性
が
大
事
だ
」
っ
て
。

父　
多
様
性
っ
て
言
え
ば
、
去
年
、
新
宿
に
Ｌ⑩

Ｇ
Ｂ
Ｔ
等

の
た
め
の
情⑪

報
発
信
の
民
間
施
設
が
で
き
た
そ
う
だ
よ
。

は
る
か　
性
別
も
男
女
の
２
つ
じ
ゃ
な
い
し
、「
男
は
仕

事
、
女
は
家
庭
」
な
ん
て
窮
屈
な
考
え
は
捨
て
て
、
自
分

ら
し
く
生
き
な
く
ち
ゃ
。

祖
父　
世
の
中
、
大
き
く
変
わ
っ
た
な
。
は
る
か
や
ゆ
う

き
た
ち
の
将
来
が
楽
し
み
だ
。

祖
母　
そ
う
で
す
よ
、
私
た
ち
も
長
生
き
し
な
く
ち
ゃ
ね
。

　
北
京
会
議
の
も
う
一
つ
の
特
徴
が
、
政
府
間

会
議
と
並
行
し
て
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
す
。

　
世
界
中
か
ら
か
つ
て
な
い
規
模
の
３
万
人
の

女
性
が
集
い
、
パ
ネ
ル
展
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
広
げ
、
女
性
の
存

在
と
行
動
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
日
本
か

ら
も
約
5
、０
０
０
人
が
参
加
、
そ
の
後
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
新
宿
区
か
ら
は
女
性
団
体
12
人
が
参
加
、
そ

の
一
人
、
副
団
長
の
宮
崎
冴
子
さ
ん
に
当
時
を

振
り
返
っ
て
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑦
女
性
が
首
相
の
国

ド
イ
ツ
の
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ジ
ャ
シ
ン
ダ
・
ア
ー
ダ
ー
ン
ほ
か
、

女
性
大
統
領
を
合
わ
せ
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
計
23
名
（
２

０
２
１
年
１
月
現
在
）

⑧
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数　
順
位
を
下
げ
て

い
る
最
大
の
要
因
は
、
経
済
分
野
（
１
１
５
位
）
と
政
治

分
野
（
１
４
４
位
）
が
極
め
て
低
い
こ
と
に
あ
る
。
経
済

で
は
同
一
労
働
賃
金
格
差
67
位
、
労
働
力
参
加
79
位
、
総

所
得
比
１
０
８
位
、
上
級
管
理
職
比
１
３
１
位
。

分野 順位
経済 115位
政治 144位
教育 91位
健康 40位
出典：世界経済フォーラム

⑨
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
の
略
で
、
２

０
１
５
年
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
。
貧
困
や
飢
餓

撲
滅
を
は
じ
め
、
経
済
成
長
や
環
境
保
全
な
ど
の
17
の
目

標
達
成
を
目
指
す
。
こ
こ
で
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達

成
し
、
す
べ
て
の
女
性
と
女
児
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を

図
る
」
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

⑩
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等

Ｌ
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
=
女
性
の
同
性
愛

者
）、
Ｇ
（
ゲ
イ
=
男
性
の
同
性
愛
者
）、
Ｂ
（
バ
イ
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
=
両
性
愛
者
）、
Ｔ
（
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

=
「
体
の
性
」
と
「
心
の
性
」
が
一
致
し
な
い
た
め
に

「
体
の
性
」
に
違
和
感
を
持
つ
人
）
な
ど
を
い
う
。

⑪
情
報
発
信
の
民
間
施
設

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
施
設
「
プ
ラ
イ

ド
ハ
ウ
ス
東
京
レ
ガ
シ
ー
」
が
２
０
２
０
年
10
月
11
日
、

新
宿
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　「第１回は女性会議の火付け役であった…、世界の半分を占める女性は長く、
その存在や何ができるかも理解されなかった。今、北京で現実的で真剣な討議を
しよう」という開会式の挨拶に割れんばかりの拍手、拍手‼まさしく、オリンピ
ックスタジアムは、世界の女性たち３万人の熱気で盛り上がっていた。
　翌日、私たち新宿区女性団体はテーマ「巨大都市東京の都心［新宿区］におけ
る女性の地域社会への参加」でワークショップを行った。発表資料には行政だけ
でなく、区民である私の社会調査結果のデータも使われたことが意義深い。
　フォーラム会場では5‚000のブースが次々と展開され、「出国間際まで炊事や
洗濯をしていたのよ！」と言いたげな女性たちの顔がキラキラと輝いていた。
　帰国後、私は相変わらず男女共同参画推進センターで活動しながら、全国組織
の女性団体にも所属した。一方、大学院で「女性のキャリア開発」について修士
論文を書き、今も大学等でキャリア教育・生涯学習等の科目を担当している。
　封建的な親の主導で大学を決めてしまったが、その後は男女共同参画推進セン
ターやＰＴＡ、世界女性会議で “刺激のシャワー” を浴びてキャリア開発してき
た。今後は、次世代への継承に心を込めて努力していきたい。

第４回�世界女性会議
ＮＧＯフォーラムに参加して

宮崎 冴子（一般社団法人新宿ユネスコ協会理事長）
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私も英会話、デビュー

女性の地位向上に向けた国連と日本の動き
年 国連 日本／新宿はピンク色

1945年 国連憲章制定
1946年 女性の地位向上委員会（CSW）発足 日本国憲法公布
1947年 教育基本法公布（男女共学・機会均等）
1948年 世界人権宣言採択
1956年 国連に加盟
1967年 女子に対する差別撤廃宣言採択
1975年 第１回世界女性会議（メキシコシティ）
1979年 女子差別撤廃条約採択
1980年 第２回世界女性会議（コペンハーゲン） 女子差別撤廃条約に署名
1983年 「新宿区立婦人情報センター」開設
1984年 国籍法改正

1985年 第３回世界女性会議（ナイロビ） 男女雇用機会均等法公布
「女子差別撤廃条約」日本批准※72番目の加盟国

1993年 女性に対する暴力撤廃宣言 家庭科の教育課程が男女同一に（中学校）／「婦人情報センター」から「女
性情報センター」へ名称変更

1994年 家庭科の教育課程が男女同一に（高等学校）
1995年 第４回世界女性会議（北京）
1997年 一般公募によりセンターの愛称「ウィズ新宿」に決定
1999年 男女共同参画社会基本法公布、施行

2001年 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律施行
「新宿区男女平等推進計画（平成13～19年度）」策定

2004年 「新宿区男女共同参画推進条例」制定
「女性情報センター」から「男女共同参画推進センター」へ名称変更

2008年 「新宿区男女共同参画推進計画（平成20～23年度）」策定
2012年 「新宿区第二次男女共同参画推進計画（平成24～29年度）」策定
2015年 SDGs（持続可能な開発目標）採択 女性活躍推進法公布

2018年 政治分野における男女共同参画の推進に関する法律公布、施行／「新宿区
第三次男女共同参画推進計画（平成30～令和５年度）」策定

2019年 働き方改革関連法施行

管理職に挑戦
応援するよ

夢は海外勤務

お茶の間から学ぶ「ジェンダー平等」特集

夕ご飯は任せておくれ

僕も手伝うよ
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　コロナ禍で在宅時間が増えました。自分を見つ
め直したり、家族の絆が深まったり…。
　こんな時だからこそ読みたい本を、男女共同参
画の視点から紹介します。

社会の半分は女性である。だが、日本
の政治権力は極端に男性に偏り不平等
だ。その要因と背景を新たに捉え直し
た。これまで政治は男性主体の視点で語
られてきたことに気が付く。女性議員が
増加して女性の声が政策に反映されれ
ば、男女平等社会、つまり真の民主主義

に近づいていく。ジェンダーの視点から政治とは何か、
民主主義とは何かを学べる一冊だ。

男性視点の政治学を問い直す本

『女性のいない民主主義』

前田健太郎／岩波書店

まさにタイトルどおり！　社会学者で
団塊世代の上野千鶴子さんに、漫画家・ラ
イターであり団塊ジュニアの田房永子さ
んが、そもそもフェミニズムって何？　
と質問する対談形式の本。随所に入る田
房さんのマンガも楽しく、難しい話題を

理解する一助に。上野さんの口調には、「ええーっ！　
こんなこと言っていいの？」と、意表をつくものも。ジ
ェンダーやフェミニズムに苦手意識のある人に読んでほ
しい。

話題のフェミニズムの本
『 上野先生、フェミニズムについて
ゼロから教えてください！』

上野千鶴子・田房永子／大和書房

何か楽しそうと読み始めてもいい。い
ろいろな家族がいることをこの本から知
ってほしい。
著者の自称ふつうのおばさん小野春さ

んは、レズビアンカップルで実子と継子
を育てる。その経験から子育てＬＧＢＴ
をサポートする家族の会の代表となり、

パートナーとの愛の証しとして同性婚を求める裁判を起
こす。結婚という当たり前の権利がＬＧＢＴカップルに
は与えられていない。家族とは何か、愛とは、そして平
等な社会とは。世界が広がる一冊だ。

家族のカタチを考える本

『 母ふたりで“かぞく”はじめました。』

小野春／講談社

フィンランドでは、16時を過ぎると
あっという間にオフィスから人が消え
る。夏休みは丸々１カ月。ウェルビーイ
ング（心身ともに健やかな状態を保つ）
を目標に、タウコユンパ（エクササイズ
休憩）、カハヴィタウコ（コーヒー休憩）
を実践している。人口が少なく、平等に

効率良く仕事をし、余暇を大切にするので、ワーク・ラ
イフ・バランスが世界一。この国流の生き方・働き方に
学びながら、できることから始めてみよう。

ワーク・ライフ・バランスを考える本
『 フィンランド人はなぜ
午後４時に仕事が終わるのか』

堀内都喜子／ポプラ新書

今だから今だから
読みたい読みたい 本人気アイドルだった過去を隠し、女

子で唯一スラックスで通学する主人
公。同級生男子の性差別的な発言に「ス
カートはあんたらみたいな男のために
履いてんじゃねえよ」と言い放つ。「性
被害にあうのは私が悪いの？ 我慢する
しかないの？」少女たちの自問自答が

胸にささる。ジェンダーにまつわるさまざまな問題提起
をしつつ、主人公の初恋とミステリーが絡まり目が離せな
い。少女漫画の枠を超え、男性にも読んでほしい作品だ。

『 さよならミニスカート』 牧野あおい／集英社

ジェンダーを知る漫画
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西洋名画に主婦業のあるあるをツイート
し、大流行したものを書籍化したのが本著
である。終わりなき家事労働のつぶやき
が、レオナルド・ダ・ヴィンチ、ドラクロ
ワ、フェルメールなどそうそうたる巨匠の
絵画にぴたりと重なる面白さ。著者の解説

により、絵画の持つ意味や歴史的背景も読み解くことがで
きる。美術鑑賞と大喜利的お笑いが同時に楽しめる、スト
レス解消になること間違いなしの一冊だ。

『 ＃名画で学ぶ主婦業』 田中久美子／宝島社

広告マンが育休を取り、子育てを楽し
み、自身も成長する日々を綴ったエッセ
イ。プレパパが知りたい内容が満載だ。２
人で育児するメリットは、楽しさも悩みも
語り合う相手がいることだ。仕事も育児も
と大変だが、子どもの成長を共有したこと

は一生ものだ。思い出すたびに幸福感でいっぱいになるの
に、たった７％のサラリーマンしか体験していない。実に
もったいない。みんなの意識改革が必要だ。

『 男コピーライター、育休をとる。』魚返洋平／大和書房

家事って本当にエンドレス！ その実態
を知ってください！

『 やってもやっても終わらない名
もなき家事に名前をつけたらそ
の多さに驚いた。』

梅田悟司／サンマーク出版

家事・育児が楽しくなる本

コロナ禍で在宅勤務が広がり、パートナーと一緒
に過ごす時間が長くなりました。育児の大変さに加
え、家事の多さに気付いた男性が増えた一方、家事
・育児分担に対する女性のモヤモヤが顕在化しまし
た。夫婦ともに在宅勤務であっても夫は仕事を優先
し、子どもの世話や料理など家事・育児の多くが妻
に偏ったためです。
在宅勤務などの新しい働き方は今後定着していく
と考えられます。大きな外的変化は行動を変える好
機です。「言わなくても分かる」と思わず、家事分
担を家族で決めて取り組んでみましょう。

在宅勤務で見えてきたもの

著者がいじめにあった経験から制作され
た。子どもが知っておいたほうが良いと思
う法律がピックアップされ、やさしい言葉
を選んで解説されている。擬人化した動物
たちのイラストも楽しくて分かりやすい。
「いじめに悩んでいる君、いじめから逃れ

ることを諦めないで！」という著者の声が聞こえてくる。
ＳＯＳを受けた大人が積極的に問題解決に動けるように、
相談先のリストも挙げている。

『 こども六法』 山崎聡一郎／弘文堂

女性が日常的に巻き込まれやすい被害へ
の対処法をまとめた本。女子必携の一冊で
す。

『おとめ六法』
上谷さくら・岸本学／ KADOKAWA

いじめ・ＤＶ・ハラスメントに関する法律の本

コロナ禍では、女性が構造的に抱えるさまざまな
リスクが浮き彫りになりました。パートや派遣な
ど、働く女性の多くが占める非正規雇用の解雇が目
立ちました。ＤＶ被害、産後うつや育児の悩み、介
護疲れなどの問題も深刻化しています。
ストレスや悩みを抱えているのに助けを求められ
ず、ひたすら我慢して耐える人、自分を責めてしま
う人も少なくありません。ひとりで抱え込まない
で、相談機関を頼っていいのです。そして、もし身
近に苦しんでいる人がいたら、声をかけてあげてく
ださい。

コロナ禍における女性の問題
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Ｑ
来
日
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

日
本
の
小
説
に
興
味
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
大
学
で
日

本
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
の
社
会
変
化
、

少
子
化
問
題
、
社
会
運
動
、
男
女
関
係
、
日
本
人
の
幸

福
感
を
主
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
通
し
て
見
る
日
本
の
社
会
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
を

編
集
し
ま
し
た
。

Ｑ
日
本
の
慣
習
で
驚
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

畳
と
布
団
の
生
活
が
し
た
い
と
思
い
、
大
阪
大
学
の

学
生
寮
に
入
っ
た
の
で
す
が
、
入
浴
の
順
番
が
レ
デ
ィ

ー
フ
ァ
ー
ス
ト
で
は
な
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
当
時
、あ
る
会
社
で
午
後
３
時
に
ベ
ル
が
鳴
り
、お

茶
と
お
菓
子
が
配
ら
れ
て
体
操
が
始
ま
っ
た
の
も
驚
き

ま
し
た
。
今
も
、
子
ど
も
の
帰
宅
時
間
や
お
店
の
閉
店

時
間
を
、
音
楽
で
知
ら
せ
る
の
は
親
切
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
ド
イ
ツ
と
日
本
の
働
く
環
境
の
違
い
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

ド
イ
ツ
人
は
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
す
。
１

年
に
30
日
有
給
休
暇
が
あ
り
、
病
気
に
は
別
に
有
給
休

暇
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め

に
は
き
ち
ん
と
休
み
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
燃

え
尽
き
症
候
群
、
う
つ
病
に
な
ら
な
い
よ
う
に
メ
ン
タ

ル
面
も
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
日
本
の
男
性
は
働
き
過
ぎ
だ
と
思
い
ま
す
か
。

は
い
。
長
時
間
、
働
き
ま
す
ね
。
通
勤
時
間
が
長
い

の
も
問
題
で
、
単
身
赴
任
も
気
の
毒
で
す
。
ド
イ
ツ
人

は
週
38
時
間
効
率
よ
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
が

終
わ
る
と
、
ジ
ム
に
行
っ
た
り
し
て
生
活
を
楽
し
み
ま

す
。
週
２
日
勤
務
で
、
あ
と
は
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
人

も
い
ま
す
。
日
本
も
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及

し
ま
し
た
が
、
元
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
。

Ｑ
日
本
で
働
き
な
が
ら
子
育
て
し
て
感
じ
た
こ
と
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
は
出
産
後
の
２
月
か
ら
働
き
始
め
た
の
で
、
保
育

園
に
す
ぐ
に
預
け
ら
れ
ず
に
困
り
ま
し
た
。
何
と
か
認

証
保
育
所
が
見
つ
か
り
、仕
事
で
遅
く
な
っ
た
と
き
、夜

10
時
ま
で
預
か
っ
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。ド
イ
ツ
で
は
午
後
５
時
ま
で
し
か
預
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
ド
イ
ツ
で
は
出
産
後
、
仕
事
を
休
ん
で
も
、

３
年
間
同
じ
仕
事
に
同
じ
地
位
で
復
帰
で
き
る
た
め
、

キ
ャ
リ
ア
の
継
続
が
し
や
す
い
で
す
。
産
休
中
も
替
わ

り
の
人
を
雇
っ
て
く
れ
る
の
で
、
気
兼
ね
な
く
休
め
ま

す
。
育
児
休
業
も
両
親
と
も
に
取
る
場
合
が
多
い
で
す
。

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
母
親
で
す
ね
。

Ｑ
新
宿
区
で
暮
ら
し
て
み
て
い
か
が
で
す
か
。

歌
舞
伎
町
が
あ
り
、
新
宿
御
苑
な
ど
の
公
園
が
あ
り
、

西
新
宿
の
高
層
オ
フ
ィ
ス
街
も
あ
る
と
い
っ
た
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
が
面
白
い
で
す
ね
。

昔
か
ら
和
太
鼓
を
習
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
始
め
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
今
は
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

夢
は
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
。
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た

ら
、
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
北
の
ほ
う
を
旅
行
し
た

い
で
す
。

16
の
州
か
ら
な
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
。
ド

イ
ツ
初
の
女
性
首
相
、
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル

は
、
就
任
以
来
、「
ム
テ
ィ
（
お
母
さ
ん
）」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
東
西
統
一
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。
い

ま
で
は
男
女
平
等
推
進
国
の
一
つ
で
す
が
、
統

合
当
時
は
、
女
性
が
職
業
を
持
っ
て
働
き
続
け

る
と
い
う
考
え
方
は
必
ず
し
も
浸
透
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
女
性

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
家
庭
責
任
と
仕
事
の
両
立

支
援
を
推
進
、
保
育
環
境
の
充
実
、
両
親
手
当

を
通
じ
て
父
親
の
育
児
休
業
取
得
の
推
奨
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
に
は
女
性
管
理
職
を
増
や
す
た

め
の
「
女
性
ク
オ
ー
タ
法
」
を
制
定
、
上
場
企

業
を
対
象
に
役
員
の
女
性
比
率
30
％
以
上
を
義

務
化
し
ま
し
た
。
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
た

め
の
時
短
勤
務
も
広
が
っ
て
お
り
、
２
０
２
０

年
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
１
５
３
カ

国
中
10
位
。
前
年
よ
り
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。

国
が
変
わ
れ
ば
事
情
も
変
わ
る
。
ド
イ

ツ
出
身
で
、
日
本
学
と
社
会
学
の
学
位

を
活
か
し
、
ド
イ
ツ
日
本
研
究
所
の
副

所
長
と
し
て
活
躍
す
る
バ
ー
バ
ラ
・
ホ

ル
ト
ス
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

男女平等事情

ブランデンブルク門
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生
活
時
間
の
国
際
比
較
を
見
る
と
、
ど
の
国

も
無
償
労
働
は
男
性
よ
り
女
性
の
ほ
う
が
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
男
女
比
が
最
も
大

き
い
の
は
日
本
で
、
女
性
が
男
性
の
５
・
５
倍
、

比
較
国
中
で
突
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
男
女
差
を
仕
方
の
な
い
こ
と
と
し
て

受
け
と
め
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。家

事
も
育
児
も
仕
事
も

無
償
労
働
と
は
文
字
ど
お
り
、
家
事
、
子
育

て
、
介
護
な
ど
金
銭
的
対
価
を
伴
わ
な
い
労
働

を
い
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
軽
視
さ
れ
が
ち
で
す

が
、「
誰
か
」
が
担
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
必

要
不
可
欠
な
労
働
で
す
。

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
固
定
的

性
別
役
割
分
担
意
識
が
根
強
く
残
る
日
本
で
は
、

共
働
き
が
多
数
と
な
っ
た
現
在
で
も
、
無
償
労

働
は
女
性
が
担
う
と
い
う
意
識
が
男
性
に
も
女

性
に
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
女
性
は
有
償
労

働
を
担
い
な
が
ら
、
男
性
の
５
・
５
倍
と
い
う

無
償
労
働
を
担
っ
て
し
ま
う
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
男
性
の
「
有
償
労
働
時
間
」
が
際
立

っ
て
長
く
、
比
較
国
中
１
位
で
す
。
女
性
の
無

償
労
働
を
男
性
が
分
担
す
る
と
い
っ
て
も
、
長

時
間
労
働
を
解
消
し
な
け
れ
ば
実
現
は
難
し
い

で
す
。

有
償
労
働
と
無
償
労
働
を
合
わ
せ
た
総
労
働

時
間
は
、
日
本
の
女
性
が
最
も
長
く
、
こ
れ
で

は
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
継
続
も
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
昇
進
を
望
ま
な
い
女
性
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
世
界
は
変
わ
っ
た
の
か

実
は
世
界
の
多
く
の
国
も
、
も
と
も
と
は

「
男
性
が
家
族
を
養
い
、
女
性
が
家
事
・
育
児

を
担
う
」
と
い
う
分
担
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
そ

れ
を
変
え
た
の
は
人
々
の
意
識
改
革
で
す
。
女

性
の
社
会
進
出
と
と
も
に
男
女
が
と
も
に
仕
事

も
家
事
も
担
え
る
よ
う
声
を
上
げ
、
法
整
備
が

進
ん
で
き
ま
し
た
。

例
え
ば
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
夫
婦
と
も
に
仕
事

・
家
事
・
育
児
な
ど
を
担
え
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
い
ち
早
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

可
能
に
し
た
の
は
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
を

定
め
た
法
律
で
す
。
同
じ
職
場
で
、
同
じ
労
働

で
あ
れ
ば
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
も
フ
ル
タ
イ
ム
と

同
じ
賃
金
、
福
利
厚
生
や
社
会
保
障
を
受
け
ら

れ
る
た
め
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
パ
ー
ト

タ
イ
ム
を
選
択
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
在
宅

ワ
ー
ク
の
環
境
も
整
っ
て
い
て
、
子
育
て
期
に

は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く
男
性
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
男
性
の
家
事
参
加
が
進
ん
だ
こ
と
に

よ
り
、
年
間
平
均
労
働
時
間
が
短
い
国
と
な
り
、

国
連
の
世
界
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
を

維
持
し
て
い
ま
す
。

世
界
を
お
手
本
に
私
が
で
き
る
こ
と

日
本
は
男
女
と
も
に
総
労
働
時
間
が
長
く
、

無
償
・
有
償
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
以
上
の
労

働
は
限
界
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
無
償
労
働
へ
の

問
題
提
起
は
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
社
会

へ
の
第
一
歩
で
す
。
ま
ず
は
家
族
み
ん
な
で
家

事
労
働
を
分
け
合
い
、
私
た
ち
の
身
近
な
生
活

か
ら
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「５．５倍」
日本における無償労働時間
女性が男性の５．５倍

日
本
で
も
働
き
方
改
革
関
連
法
の
成
立

に
よ
り
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
含
む

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」

が
４
月
か
ら
全
面
施
行
（
大
企
業
は
２
０

２
０
年
４
月
施
行
）
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
同
一
企
業
内
に
お
け
る
正
社
員
と
非

正
規
社
員
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
の
差
を

な
く
し
、
ど
の
よ
う
な
雇
用
形
態
を
選
択

し
て
も
待
遇
に
納
得
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
３
つ
で
す
。

①
不
合
理
な
待
遇
差
の
禁
止

事
業
主
は
、
基
本
給
や
賞
与
、
手
当
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
待
遇
に
つ
い
て
、
個
々
の

待
遇
の
目
的
や
性
質
に
照
ら
し
て
、
不
合

理
な
待
遇
差
を
設
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

②�

待
遇
差
の
内
容
や
理
由
に
つ
い
て

説
明
義
務
の
強
化

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
有
期
雇
用
労

働
者
は
、
正
社
員
と
の
待
遇
の
違
い
や
そ

の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
、
事
業
主
に
説
明

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
説

明
を
求
め
た
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
な

取
扱
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③�

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て�

紛
争
解
決
援
助
制
度

厚
生
労
働
省
東
京
労
働
局
が
無
料
・
非

公
開
で
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　
総
合
労
働
相
談
コ
ー
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パートナーからの暴力に悩んでいませんか？

配偶者や恋人等、親密なパートナーからの
暴力（ＤＶ）被害に関する相談・支援

配偶者や恋人等、親密なパートナーからの暴力をドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）といいます。ＤＶは重大な人権侵
害です。ＤＶにはさまざまな形があり、殴る・蹴るといった身体的暴力だけでなく、精神的暴力や性的暴力も含まれます。

暴力をふるわれるあなたが悪いわけではありません。責任は暴力をふるう側にあります。

DV相談ダイヤル

FAX０３-５２７３-２７２２

新宿区配偶者暴力相談支援センター
まずはお電話ください

月～金 ９：００～１７：００（祝日・年末年始を除く）

相談は無料です
秘密は守ります
匿名でも相談できます

ひとりで悩まずご相談ください　あなたと一緒に考えます

03―5273―2670

DV相談ダイヤル

暴力をふる
われるのは

私が悪いか
ら？

☎０３-５２７３-２６７０

新宿区役所の相談窓口 電話番号 受付日時 主な相談内容

新宿区立男女共同参画推進センター
（ウィズ新宿）
悩みごと相談室

 電話相談
①03（3353）2000
（女性相談員）

②03（3341）0905
（男性相談員）

①月～土
10：00～15：30
②土
13：00～15：30
（①②とも祝日・年末年始、
 12：00～13：00除く）

悩みごと相談全般
（男性のＤＶ被害者の相談含む）

新宿区生活福祉課相談支援係
女性相談 03（5273）3884

月～金
８：30～17：00
（祝日・年末年始除く）

女性の生活・施設等に関
する相談、女性福祉施策等
に関する相談

新宿区役所以外の公的な相談窓口
相談窓口 電話番号 受付日時等

東京ウィメンズプラザ 03（5467）2455 毎日　　９：00～21：00（年末年始除く）

東京都女性相談センター 03（5261）3110 月～金　９：00～20：00（祝日・年末年始除く）
※夜間・休日は03（5261）3911へ。

内閣府ＤＶ相談＋（プラス）
https://soudanplus.jp/ 0120（279）889

電話・メール　24時間受付（日本語のみ）
チャット相談　10か国語対応は24時間　
　　　　　　　日本語は12：00～22：00

DV相談ナビ ♯8008
※緊急時は、警察（110番）へ。

ＤＶかも？ＤＶかも？と思ったら、まず相談！と思ったら、まず相談！



With Shinjuku No.13811

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、開館時間が変更になる場合があります。最新情報は、区ホームページをご覧ください。

図書資料室図書資料室をを
ご利用くださいご利用ください

ウィズ新宿

男女共同参画推進センター（ウィズ新宿）は新宿
区立図書館と連携し、資料の貸出・返却・予約・利
用登録を行っています。
２階の図書資料室は、図書資料や男女共同参画に

関する専門誌のほか、一般向け雑誌等もそろえてい
ます。どなたでも図書・資料を閲覧することができ
ます。
６～７ページで紹介している図書は全てウィズ新

宿に所蔵しています。

場　所　新宿区立男女共同参画推進センター（ウィズ新宿）
　　　　〒160－0007　新宿区荒木町16番地
問合せ　男女共同参画課　☎03（3341）0801

利　用　時　間
貸出・利用登録 月曜日～土曜日　午前９時～午後５時

図書・雑誌等の閲覧 月曜日～土曜日　午前９時～午後８時
日曜日　　　　　午前９時～午後５時

（休館日：祝日、年末年始、図書整理日）

新宿区は区内企業のワーク・ライフ・バランス推進を支援しています！新宿区は区内企業のワーク・ライフ・バランス推進を支援しています！

　推進企業に認定されるとパ
ンフレットや区ホームページ
等で周知され、企業のイメー
ジアップにつながります。
　また、優れた取り組みを実
施している企業は優良企業と
して表彰いたします。
　制度の詳細は
ホームページを
ご覧ください。

４つの分野で認定

２つの区分
で認定

子育て
支援

地域活動
支援

働きやすい
職場づくり 介護支援

安心して子どもを産むこ
とができる環境の整備
etc.

企業として地域活動に貢
献するための取り組み
etc.

男女ともに働きやすい職
場環境・風土づくり
etc.

介護しやすいようにする
ための制度の導入、仕事
内容への配慮　etc.

地域活動

ワーク・ライフ・バランスの実現に取り組む企業に対して、推進企業の認定を行っています。

ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度

これから取り組んでいく企業 推進宣言企業取り組みが進んでいる企業 推進企業

新型コロナウイルス感染症対策にも！
セミナー・勉強会

　ワーク・ライフ・バランス推進の
ために有用な情報を発信しています。
令和２年度は下記のテーマをオンラ
インで実施しました。
【セミナー】
・テレワーク運用方法
・仕事の見える化
・テレワーク下の人事評価
【勉強会】
・人材確保（女性、シニア、副業・兼業）

コンサルタント派遣
　区内企業のワーク・ライフ・バラ
ンスに関する課題を解決するため、
専門家を派遣します。
【こんなお悩み解決に】
・ テレワークの運用に課題を感じて
いる。

・ 法改正や新制度
の導入に就業規
則整備が追い付
かない。

企業のイメージアップに！無料
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令和３年３月15日

138号の編集を終えて
『ウィズ新宿』の編集に関わることで、社会の問題に目が向くよ
うになりました。性別役割意識による思い込みが、自分の行動を縛
っていたことにも気付きました。今はコロナ禍で辛い状況が続いて
いますが、誰もが安心安全に自分らしく暮らせる社会にするため、
自分にできることを家庭や職場で取り組もうと思っています。

（岩田弥生）

今号では、サブ特集のコラムを担当させていただきました。自分
にできるか心配でとても焦りましたが、講師のおかげで無事完成に
こぎつけることができました。
コロナ禍で浮き彫りになった不平等、理不尽を解決するために、

考え続けなければならない、そのためにも勉強したいと思います。
（岩田優羽）

男女共同参画についてよく知らずに参加しました。おうち時間に
女性史などを読み、新しい知識を得、古いデータをアップデートし
ました。先人の努力のもとに現在があると分かり、感動しました。
25年間で法律はだいぶ整備されましたが、社会の意識はなかなか
変わりません。実質的な平等は少しずつ実現されていくのでしょう。

（宇佐美俊子）

第１回世界女性会議から46年。先輩方の努力の積み重ねによっ
て、今の私たちの生活があることを痛感し、感謝の気持ちでいっぱ
いになりました。昔より良くなったとはいえ、まだまだ女性の地位
は低いです。「ありがとう」の気持ちをどういう形にしてお返しし
ていけばいいか、遅ればせながら今後のテーマになりました。

（幸田小鈴）

施設「ウィズ新宿」が存在する社会的な意味と、男女共同参画の
言葉の意味を、記事の書き方や編集会議を通して学びました。また、
女性の社会的地位の向上とスポーツ界での活躍の歴史、ワーク・ラ
イフ・バランスと働き方改革、ジェンダーの平等、世界女性会議な
ど、私にとって目新しいことをたくさん学ばせていただき、感謝し
ています。 （福田仁一）

編 集 後 記
　コロナ禍で活動に制限がある中、今号は区民委員との協働で制作す
ることができました。北京会議から四半世紀、ジェンダー平等はどこ
まで進んだのかということを、特集で改めて考えてみました。イラス
トは編集委員のご家族に描いていただきました。新宿さん一家のよう
に、ジェンダー平等についてご家族でぜひ話してみてください。『ウ
ィズ新宿』が男女共同参画について学ぶきっかけになれば幸いです。

応募資格　 編集講座（６月12日、26日の２日間、午前10時
～午後３時）と編集会議（７月～10月の毎月１
～２回、土曜日午前）に全て出席できる方で、区
内在住・在勤・在学の18歳以上の方など。＊詳
細は募集要項または広報新宿３月15日号を参照

募集期間　 令和３年３月18日（木）～４月23日（金）
　　　　　 募集要項は男女共同参画推進センターのほか、区

立図書館・出張所・地域センター等で配布します。
また、新宿区のホームページからダウンロードも
できます。

問 合 せ　男女共同参画課　☎03（3341）0801

『ウィズ新宿』編集委員を募集します

読書が好き
ライター
志望�！

本を作って
みたい�！ 趣味は

イラストを
描くこと

　一緒に『ウィズ新宿』を作りませんか？初
心者でも大丈夫です。男女共同参画について
一緒に学びながら、編集の専門家の指導のも
とで情報誌を作りましょう。皆さまのご応募
をお待ちしています。

推薦図書を挙げよ、と言われて我が愛読書を列挙したような私で
した。参加申し込みの際、年齢制限はないとの言葉に、傘寿目前の
私が飛び込んだ『ウィズ新宿』。まず、「そもそもジェンダーとは何
ぞや」から始まりました。おかげで、これまで手にしなかったジャ
ンルの本を読みました。そして諸々学ばせていただきました。あり
がとうございました。 （𠮷田陽子）

しんじゅく女性団体会議

　新規団体を随時募集しています。下記の要件を満たしている
団体が申込できます。
① 区内に活動拠点を持ち、２年以上継続的に活動している。
② 女性の地位向上と一般的な教養を高める活動を継続して行っ
ている。
③ 会員数が20名以上で、構成員の半数以上が女性かつ８割以
上が新宿区民

問合せ　男女共同参画課　☎03（3341）0801

区内の女性団体の連携と女性のエンパワーメントをめざし、
年６回の定例会を行っています。現在10団体で活動中です。
令和２年度は、年間テーマを昨年度から引き続き「次世代育
成（多様性）～人と人とのつながり～」とし、定例会および
下記の研修会を実施しました。

【研修会】
「心の健康を守る！～楽観的思考を身に付けるための実践講座」
講師　 小室　知津子氏（脳科学＆認知行動療法士）

「孤立した子どもや親のために私たちができること」
講師　渋谷　行成氏
　　　（玉川大学教育学部乳幼児発達学科教授）


